


は じ め に 

 

本市は今、市民の４人に１人が 65 歳以上の高齢者であり、今後も高齢

者人口の増加と人口減少が同時進行し、2025 年にはおよそ３人に１人が高

齢者になると見込まれています。 

本市では、かつてない超高齢社会を見据えて、「エイジフレンドリーシ

ティ（高齢者にやさしい都市）」の実現を目指しています。これは世界保

健機関（ＷＨＯ）により提唱され、高齢者が生涯を通じて活動的な生活を

送るために、高齢者が暮らしやすい環境づくりを推進するものです。 

私たちは、高齢者というと一律に「支えられる人」と捉えがちですが、

高齢者は多様な人生経験と価値観を持ち、平均寿命が延び続ける中、65 歳

を超えても元気に活躍されているかたが増えてきています。 

今回策定した第７次秋田市高齢者プランでは、支援や介護を必要とする

かたのための施策を充実させたことはもちろんですが、豊かな経験を持つ

高齢者が、社会を「支える側」として活躍できる取組にも力を入れました。 

高齢者がさまざまな場面でその役割を発揮できる環境が整備され、そし

て、いざ支えられる側になったときには、住み慣れた地域で適切なサービ

スを受けながら安心して暮らすことができる、そんな高齢者にやさしいま

ちを目指して、本プランに掲げた事業を着実に推進してまいります。 

超高齢社会に対しては、高齢者やその家族だけでなく、私たち一人ひと

りが向き合う必要があります。市民の皆様におかれましても、これからの

超高齢社会がよりよい社会になるように、自らの問題として前向きに取り

組んでくださることをお願い申し上げます。 

 最後に、プランの策定にあたり、貴重なご意見をいただきました秋田市

社会福祉審議会高齢者専門分科会委員の皆様をはじめ、関係団体の皆様、

ニーズ調査にご協力いただきました市民の皆様に心から感謝を申し上げ

ます。 

 

平成 24 年３月 

         秋田市長 穂 積   志   
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